
一
五
三

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
構
内
の
ホ
テ
ル
の
朝
食
の
席
は
狭
い
︒
研
究
者
︑
技

術
者
な
ど
な
ん
ら
か
の
形
で
大
学
に
関
係
す
る
人
間
の
み
が
宿
泊
し
て
お

り
︑
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
の
か
︑
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
い
う
よ

う
な
話
が
気
軽
に
交
わ
さ
れ
る
空
間
で
あ
る
︒
そ
の
日
同
席
し
た
技
術
者

は
︑
前
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
来
て
︑
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
後
は
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
と
話
し
た
︒
私
は
そ
の
技
術
者
と
丁
度
逆
の
ル
ー

ト
で
︑
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
︑
そ
し
て
そ
の
あ
と
デ
ン
マ
ー
ク
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
へ
調
査
に
行
く
と
こ
ろ
で
︑
そ
の
偶
然
に
我
々
の
話

は
は
ず
ん
だ
︒

デ
ン
マ
ー
ク
は
︑
い
わ
ず
と
し
れ
た
バ
イ
キ
ン
グ
の
国
︑
デ
ー
ン
人
の
国

で
あ
る
︒
そ
の
出
自
も
関
係
し
て
︑
海
洋
方
面
の
分
野
が
得
意
で
︑
海
洋
生

物
学
分
野
で
の
そ
の
貢
献
度
も
非
常
に
大
き
い
︒

そ
の
一
月
前
の
調
査
で
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
動
物
学
博
物
館
に
︑

一
〇
〇
年
前
の
日
本
か
ら
採
集
さ
れ
た
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
が
予
想
よ
り
も
か

な
り
沢
山
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
︑
今
回
の
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
行
き
は
サ
ン
ゴ
標
本
調
査
の
為
の
再
度
の
訪
丁
で
あ
っ
た
︒

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
︵K

øbenhavns U
niversitet

︶
は
︑
デ
ン
マ
ー

ク
で
一
番
古
い
一
四
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
最
大
の
大
学
で

あ
る
︒
ま
た
︑
ガ
ラ
テ
ア
号
航
海
︵G

alathea E
xpedition

︶
の
名
前
で

有
名
な
︑
世
界
一
周
深
海
調
査
航
海
に
よ
る
調
査
標
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
︒
ガ
ラ
テ
ア
号
航
海
は
︑
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
の
元
で

一
八
四
五
︱
一
八
四
七
︑
一
九
五
〇
︱
一
九
五
二
︑
二
〇
〇
六
︱
二
〇
〇
七

﹁
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
︵Store N

ordiske

︶﹂
の 

　

海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
と
日
本
の
サ
ン
ゴ

松 

本　

亜 

沙 

子
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一
五
四

と
三
回
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
︑
実
際
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ガ
ラ
テ
ア
号
が
使

用
さ
れ
た
の
は
最
初
の
航
海
の
み
で
︑
後
は
名
前
が
引
き
つ
が
れ
た
だ
け
で

あ
る
︒
最
も
有
名
な
深
海
調
査
航
海
は
二
回
目
の
一
九
五
〇
︱
一
九
五
二

の
も
の
で
あ
る
︵w

w
w.zm

uc.dk/inverw
eb/galathea/index.htm

l

︶︒

調
査
の
結
果
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
は
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
確
認
さ

れ
て
き
た
二
標
本
︵A

canthogorgia m
ultispina, ZM

U
C

-120604-04 

Plum
arella acum

inata

︶
以
外
に
二
〇
〇
標
本
以
上
に
及
ぶ
日
本
産
及
び

そ
の
周
辺
の
八
放
サ
ン
ゴ
類
の
標
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
︵
表
1
︶︵
図
1 

a 

b
︶︒
ま
たZM

U
C

-A
N

T
-000164 H

alisceptrum
 

abies K
olliker, 1872

の
模
式
標
本
︵
ホ
ロ
タ
イ
プ
︶
の
所
蔵
も
確
認
出

来
た
︒
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
標
本
は
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
〇
〇
年
前

の
日
本
か
ら
の
標
本
の
中
で
は
格
段
に
保
存
状
況
が
良
く
︑
ま
る
で
先
週
採

集
し
た
ば
か
り
の
サ
ン
ゴ
の
よ
う
で
あ
っ
た
︒
一
方
で
︑
一
〇
〇
年
の
間
︑

誰
も
調
査
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
︑
ラ
ベ
ル
も
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
状

況
か
ら
見
て
と
れ
た
︒

一
〇
〇
年
前
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
︑
一
体
ど
ん
な
人
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て

日
本
か
ら
サ
ン
ゴ
標
本
を
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
？　

彼
ら
は
何
故
日
本
に
来

て
︑
何
故
海
の
生
物
を
採
集
し
た
の
か
？　

本
稿
で
は
︑
当
時
の
日
本
と
デ

ン
マ
ー
ク
の
間
の
関
係
を
元
に
︑
こ
の
疑
問
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
︒

〈
北
欧
の
サ
ン
ゴ
採
集
者
達
〉

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
の
う
ち
︑
三
〇
標
本
の
採

集
者
はSuenson

︵
ス
エ
ン
ソ
ン
︶
と
い
う
人
で
あ
っ
た
︒
標
本
を
所
蔵

し
て
い
る
コ
㆑
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
に
は
︑﹁
ス
エ
ン
ソ
ン
採
集
﹂
と
い
う

未
分
類
標
本
の
木
箱
が
あ
り
︑
そ
こ
に
数
多
く
の
標
本
が
集
め
ら
れ
て
い

た
︵
図
2
︶︒
北
太
平
洋
か
ら
の
八
放
サ
ン
ゴ
類
・
ス
エ
ン
ソ
ン
標
本
は
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
は
二
五
種
＋
未
同
定
標
本
四
三

の
合
計
七
五
標
本
︵
同
種
が
複
数
標
本
あ
る
も
の
を
含
む
︶︑
熱
帯
域
西
大

西
洋
︵
ア
メ
リ
カ
側
大
西
洋
︶
か
ら
三
種
三
標
本
︑
中
央
イ
ン
ド
︱
太
平
洋

か
ら
七
種
＋
未
同
定
標
本
一
八
の
合
計
二
六
標
本
︑
地
中
海
か
ら
未
同
定

標
本
二
︑
採
集
地
不
明
の
標
本
一
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
体
で
は
一
〇
七
標

本
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
︵
表
1
︶︒
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
詳
し
く
研
究

さ
れ
た
標
本
と
暫
定
的
に
登
録
さ
れ
た
だ
け
の
標
本
が
混
じ
っ
て
い
る
た

め
︑
科
学
的
に
は
正
確
な
種
数
及
び
標
本
数
で
は
な
く
︑
今
後
の
詳
細
な
研

究
に
よ
り
数
が
変
動
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
こ
れ
ら
の
未
同
定

標
本
の
う
ち
︑
北
西
太
平
洋
に
て
採
集
さ
れ
た
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
は
本
稿
表
1
で
あ
げ
た
も
の
と
重
複
す
る
標
本
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
北
西
太
平
洋
産
八
放
サ
ン
ゴ
類
の
う
ち
未
同
定
の
ヤ
ギ

類
︵U

ndet, G
orgonacea

︶
は
二
五
標
本
で
あ
る
が
︑
表
1
で
は
三
〇
種

と
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
モ
ー
テ
ン
セ
ン
博
士
︵D

r. 
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一
五
五

表
1　
ウ
プ
サ
ラ
大
学

(U
U

ZM
→

U
PSZTY）、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

(ZM
U

C) 所
蔵
、
日
本
及
び
北
西
太
平
洋
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
リ
ス
ト

(2012)
Table 1. List of Japanese and N

orth W
est Pacific (N

W
P) octocoral specim

en in U
U

ZM
, U

ppsala U
niversity, Sw

eden (2012) and ZM
U

C, U
niversity of D

enm
ark (2012).

* D
ata are refered from

 specim
en labal, excluding "()" (O

ld num
ber "(U

U
ZM

)" and "(Riksm
useum

)") w
hich are only refered from

 literature and could not recognized by author in this study. 
"*U

PSZT"or "*U
PSZM

C
" are confirm

ed in database in U
PSZTY, and "*G

B
IF****" is registered in database in G

B
IF(G

lobal B
iodiversity Inform

ation Facility)-Sw
eden, but w

ere not checked by author in present study. 
A

bbreviation: U
ppsala U

niv.Zool.M
us.(U

U
ZM

) (=M
useum

 of E
volution, U

ppsala U
niversity(U

PSZTY, U
PSZM

C
)); Zoological M

useum
, N

atural H
istory M

useum
 of D

enm
ark, U

niversity of D
enm

ark (ZM
U

C
);

N
aturhistoriska riksm

useet, Sw
edish M

useum
 of N

atural H
istory, Stockholm

, Sw
eden (Riksm

useum
)
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一
六
四

Th. M
ortensen

︶
の
名
前
に
よ
る
標
本
は
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
北
太
平

洋
標
本
八
点
及
び
未
同
定
ト
サ
カ
類
︵U

ndet. A
lcyonacea

︶
が
一
二
標

本
︑
未
同
定
ヤ
ギ
類
︵U

ndet. G
orgonacea

︶
が
八
七
標
本
︑
未
同
定
ウ

ミ
エ
ラ
類
︵U

ndet. Pennatulacea

︶
が
八
標
本
で
あ
っ
た
が
︑
今
回
の

調
査
で
は
そ
の
う
ち
日
本
産
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
が
八
五
点
︑
黒
サ
ン
ゴ
標

本
が
一
点
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︒

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
で
の
調
査
の
一
个
月
後
︑
今
度
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
国
立
ウ
プ
サ
ラ
大
学
︵U

ppsala universitet

︶
の
進
化
博
物
館
︵
旧

U 

U 

Z 

M
ウ
プ
サ
ラ
大
学
動
物
学
博
物
館
︑
現U

ppsala U
niversitet 

E
volutionsm

useet

︶
に
て
︑
日
本
産
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
の
調
査
を

行
い
︑
八
放
サ
ン
ゴ
研
究
で
有
名
な
ア
ウ
リ
ヴ
ィ
リ
ウ
ス
︵A

urivillius, 

1931

︶
及
び
ブ
ル
ン
デ
ィ
ン
︵B

rundin, 1896
︶︑
ヘ
ッ
ド
ル
ン
グ

︵H
edlund, 1890

︶
の
タ
イ
プ
標
本
の
中
に
︑
再
び
ス
エ
ン
ソ
ン
採
集
に
よ

る
標
本
を
一
一
標
本
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
更
に
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ス
エ
ン
ソ
ン
採
集
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
二
種
を
加
え

て
︑
合
計
一
三
標
本
と
な
る
︒
こ
れ
で
ス
エ
ン
ソ
ン
の
採
集
し
た
標
本
は
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
と
ウ
プ
サ
ラ
大
学
一
三
標
本
を
合
わ
せ
て
北
西
太
平
洋

か
ら
の
採
集
だ
け
で
も
最
低
八
六
︵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ヤ
ギ
類
未
同
定
標
本

二
五
を
除
く
︒︶
標
本
と
な
る
︒
そ
の
他
に
︑
採
集
者
J
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン

︵ J. Petersen

︶
の
六
標
本
︑
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博
士
︵D

r. Sixten-

B
ock

︶
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
三
一
︑
黒
サ
ン
ゴ
標
本
二
を
日
本
産
と
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
︵
表
1
︶︒
ア
ウ
リ
ヴ
ィ
リ
ウ
ス
︵A

urivillius, 

1931

︶
の
論
文
で
は
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
の
標
本
は
更
に
三
二
標
本
が

記
録
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
う
ち
の
一
八
標
本
を
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
︑
ま
た
二
標
本
を
︑
地
球
規
模
生
物
多
様
性
情
報
機
構
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
︵G

B
IF-Sw

eden: G
lobal B

iodiversity Inform
ation Facility-

Sw
eden

︶
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
確
認
し
た
︒
両
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
合
計
す

る
と
今
回
の
調
査
三
三
＋
更
に
三
四
標
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
同
様
に
モ

ー
テ
ン
セ
ン
の
標
本
も
一
点
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
︑
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
標
本
の
ラ
ベ
ル
情
報
に
よ
る
と
︑
ア
ウ
リ

ヴ
ィ
リ
ウ
ス
の
論
文
に
お
け
る
モ
ー
テ
ン
セ
ン
の
種
は
ウ
プ
サ
ラ
で
は
な
く

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
標
本
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
︵
表

1　

ZM
U

C
-A

N
T-000494

︶︒

ウ
プ
サ
ラ
大
学
は
︑
一
四
七
七
年
に
創
設
さ
れ
た
北
欧
最
古
の
大
学
で
︑

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
童
話
﹁
ニ
ル
ス
の
不
思
議
な
旅
﹂
の
中
で
も
大
学
都
市

と
し
て
名
前
が
上
が
る
大
学
で
あ
る
︵
図
3
︶︒
童
話
内
で
︑
ワ
タ
リ
ガ
ラ

ス
が
小
人
に
な
っ
た
ニ
ル
ス
に
︑﹁
こ
の
町
を
支
配
し
て
い
る
の
は
学
問
だ
︒

ほ
ら
︑
大
き
な
建
物
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
見
え
る
だ
ろ
︒
あ
れ
は
み
な
︑
学

問
と
学
問
を
す
る
人
の
た
め
の
も
の
だ
﹂
と
説
明
し
た
ウ
プ
サ
ラ
で
あ
る

︵
ラ
ー
ゲ
ル
㆑
ー
ヴ
一
九
〇
六
︑
一
九
〇
七
︶︒
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一
六
五 図 3　スウェーデン・ウプサラ大学動物学

博物館（現UPSZTY, 旧UUZM）。Photo: A.K. 
Matsumoto 2012

図１　コペンハーゲン大学（ZMUC）（a）外観（b）ZMUC日本産八放サンゴ・ヤギ類標本。
Photo: A.K. Matsumoto 2012

（a） （b）

図２　コペンハーゲン大学（ZMUC）スエンソ
ン（Suenson）未同定ボックス。Photo: A.K. 
Matsumoto 2012
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一
六
六

生
物
の
学
名
の
記
述
方
法
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
分
類
学
の
父

と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
︵C

arl von Linne, 1707-

1778

︶
が
か
つ
て
教
鞭
を
と
っ
た
の
も
こ
の
大
学
で
あ
る
︒
リ
ン
ネ
が
か
つ

て
住
ん
で
い
た
家
は
︑
植
物
学
を
体
系
的
に
学
ぶ
た
め
に
リ
ン
ネ
が
考
案
し

た
リ
ン
ネ
・
ガ
ー
デ
ン
︵
現
・
リ
ン
ネ
記
念
植
物
園
︶
の
一
角
に
今
も
残
さ

れ
て
い
る
︵
図
4 

a 

b
︶︒

﹁
ニ
ル
ス
﹂
の
中
で
︑
ウ
プ
サ
ラ
は
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
地
下
室
か
ら
屋
根
裏
ま
で
︑
本
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
大
き
な
図
書

館
︒
り
っ
ぱ
な
講
堂
の
あ
る
大
学
本
館
︒
グ
ス
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ム
と
呼
ば
れ
る

古
い
解
剖
学
教
室
の
建
物
の
上
を
飛
ん
だ
と
き
に
は
︑
窓
か
ら
動
物
の
剥
製

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
そ
れ
か
ら
︑
め
ず
ら
し
い
植
物
が
た
く
さ
ん

は
え
て
い
る
大
き
な
温
室
や
︑
空
に
向
か
っ
て
長
い
筒
が
の
び
て
い
る
天
文

台
へ
も
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
﹂︵
ラ
ー
ゲ
ル
㆑
ー
ヴ
一
九
〇
六
︑
一
九
〇
七
︶︒

な
お
︑
規
模
か
ら
想
像
す
る
に
︑
ニ
ル
ス
の
見
た
植
物
園
は
︑
リ
ン
ネ
・
ガ

ー
デ
ン
の
方
で
は
な
く
︑
今
回
調
査
に
お
と
ず
れ
た
進
化
博
物
館
の
通
り
向

か
い
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
附
属
植
物
園
の
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

前
述
及
び
表
1
に
お
け
る
タ
イ
プ
︵T

ype

︶
と
は
︑
リ
ン
ネ
の
生
物
分

類
体
系
に
お
い
て
︑
種
の
基
準
と
な
る
模
式
標
本
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
リ

ン
ネ
の
名
前
を
冠
す
る
ロ
ン
ド
ン
・
リ
ン
ネ
学
会
で
︑
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
と
ア
ル
フ
㆑
ッ
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ウ
ォ
㆑
ス
の
連
名
に
よ
る
進
化
に

図 4　スウェーデン・ウプサラ リンネ・ガーデン（a）リンネによる構想 , （b）実際のリンネ・
ガーデン。aの（1）からの写真。 Photo: A.K. Matsumoto 2012

（a） （b）
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一
六
七

つ
い
て
の
自
然
選
択
説
の
共
同
論
文
︱
︱
の
ち
に
﹁
進
化
論
﹂
と
呼
ば
れ
る

論
文
︱
︱
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
の
は
︑
リ
ン
ネ
よ
り
も
更
に
一
〇
〇
年
後
の

一
八
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
採
集
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
シ

ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博
士
︵D

r. Sixten-B
ock

︶︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

の
採
集
者
の
う
ち
モ
ー
テ
ン
セ
ン
博
士
︵D

r. T
h. M

ortensen

︶
は
両
者

と
も
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
モ
ー
テ
ン
セ
ン
に
よ
る
八
七

標
本
に
つ
い
で
多
い
六
五
標
本
を
採
集
し
て
い
る
ス
エ
ン
ソ
ン
は
研
究
者
と

し
て
の
名
前
は
残
っ
て
い
な
い
︒
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
メ
ジ
ェ
ロ
ン
博
士
に

よ
る
と
︑
ス
エ
ン
ソ
ン
と
い
う
の
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
名
前
で
は
な
く
︑

デ
ン
マ
ー
ク
人
の
名
前
で
あ
る
︑
と
の
こ
と
で
あ
り
︵pers. com

m
. D

r. 

H
ans M

ejlon, U
ppsala U

niversity

︶︑
更
に
︑
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
の
テ
ン
ダ
ル
教
授
に
よ
る
と
︑
ス
エ
ン
ソ
ン
は
﹁
グ
㆑
ー
ト
・
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
﹂
に
所
属
し
て
い
た
人
で
︑
自
然
科
学
に
関
心
が
あ
り
本
国
に

標
本
を
沢
山
送
っ
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
︵pers. com

m
. O

le T
endal, 

C
openhagen, 2012

︶︒

〈

グ
レ
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
〉

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と
は
︑
日
本
名
で
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
の
大

北
電
信
会
社
の
こ
と
で
あ
り
︑
デ
ン
マ
ー
ク
語
でD

et Store N
ordiske 

Telegraf-Selskab A
/S

︑
英
語
名T

he G
reat N

orthern Telegraph 

C
om

pany

の
こ
と
で
あ
る
︒

“D
et Store N

ordiske Telegraf-Selskab ”

の
名
称
の
他
に
︑

・D
et Store N

ordiske Telegraf-Selskab

︵A
ktieselskab

︶

・G
N

 Store N
ordiske Telegraf-Selskab A

/S

・G
N

 G
reat N

ordic Ltd. A
/S

・The G
reat N

orthern Telegraph C
om

pany Ltd. A
/S

・G
N

 G
reat N

orthern Telegraph C
om

pany Ltd. A
/S

・La G
rande C

om
pagnie des Telegraphes du N

ord S.A
. A

/S

・G
N

 G
rande C

om
panie des Telegraphes du N

ord S.A
. A

/S

な
ど
の
様
々
な
二
次
名
称
も
使
用
さ
れ
る
︵“A

rticles of A
ssociation 

of G
N

 Store N
ord A

/S ”

︵
二
〇
一
三
年
三
月
一
三
日
︶︶︒
以
下
本
稿
で

は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と
呼
ぶ
︒

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
デ
ン
マ
ー
ク
実
業
家
カ
ー
ル
・
フ
㆑
デ
リ

ッ
ク
・
テ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
︵C

. F. T
ietgen 1829-1901

︶
に
よ
っ
て
一
八
六
九

年
一
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
設
立
さ
れ
た
︒
一
八
六
八
年
に
発
足
し
た
デ

ン
マ
ー
ク
に
本
社
を
置
く
デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
＝
イ
ギ
リ
ス
電
信

会
社
︵D

anish-N
orw

egian-E
nglish Telegraph C

o.

︶︑
デ
ン
マ
ー
ク

＝
ロ
シ
ア
電
信
会
社
︵D

anish-R
ussian Telegraph C

om
pany

︶︑
ノ

ル
ウ
ェ
ー
＝
英
国
海
底
電
信
会
社
︵N

orw
eigian-B

ritish T
elegraph 
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一
六
八

C
om

pany

︶
の
三
社
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
会
社
で
あ
る
︒

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
地
理
的
位
置
︵
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
北
海
に
突
き
出
て
イ
ギ
リ
ス
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
間
に
い
る
位

置
︶
を
生
か
し
︑
三
社
の
持
っ
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
︱
ノ
ル
ウ
ェ
ー
間
︑
英

国
︱
デ
ン
マ
ー
ク
間
︑
そ
し
て
一
八
六
九
年
に
開
通
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
︱

ロ
シ
ア
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
て
︑
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

諸
国
と
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
を
結
ぶ
海
底
電
信
線
を
経
営
し
︑
ド
イ
ツ
を

中
継
せ
ず
に
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
を
結
ぶ
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
出
来

る
︑
と
い
う
有
利
な
点
が
あ
っ
た
︵
有
山
二
〇
一
三
︑
大
野
二
〇
一
二
︑
長

島
二
〇
〇
七
︶︒
何
故
ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
が
︑
北
欧
系
の
デ
ン
マ
ー
ク
と

組
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
︑
当
時
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
妃
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
出

身
︑
英
国
エ
ド
ワ
ー
ド
皇
太
子
妃
も
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
出
身
で
あ
っ
た
︵
大

野
二
〇
一
二
︶
と
い
う
点
も
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒

日
本
と
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
お
よ
び
デ
ン
マ
ー
ク
国
の
関
わ
り

は
︑
一
八
六
六
年
︑
英
国
︱
米
国
大
陸
間
の
大
西
洋
ケ
ー
ブ
ル
が
開
通
し
︑

そ
れ
に
続
い
て
翌
年
一
八
六
七
年
に
︑
函
館
駐
在
ロ
シ
ア
領
事
・
ビ
ュ
ッ
ツ

オ
︵E

ugene B
utzow

︶
か
ら
外
国
奉
行
・
江
連
加
賀
守
に
日
本
へ
の
海

底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
陸
揚
げ
の
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
︵
大
野

二
〇
一
二;

通
信
全
覧
編
集
委
員
会
一
九
八
四
︶︒

更
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
日
本
と
の
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
に
先
だ

っ
て
一
八
六
九
年
一
一
月
︑
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
か
ら
中
国
・
香
港
を
結
ぶ
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
等
に
関
す
る
特
許
契

約
を
獲
得
し
た
︒
翌
一
八
七
〇
年
︵
明
治
三
年
︶
一
月
九
日
に
は
姉
妹
会
社

で
あ
る
大
北
中
国
日
本
電
信
拡
張
会
社
︵T

he G
reat N

orthern C
hina 

and Japan E
xtension Telegraph C

om
pany

︶
を
設
立
し
︑
同
年
六
月

に
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
の
﹁
専
使
﹂
シ
ッ
キ
を
日
本
に
派
遣
し
て
今
度
は
明
治

政
府
か
ら
海
底
電
線
陸
揚
げ
権
を
得
る
約
定
を
日
丁
間
で
締
結
し
よ
う
と
し

て
い
た
︒
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
﹁
専
使
﹂
は
実
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

の
会
社
創
立
以
来
の
理
事
職
に
あ
っ
た
人
物
で
︑
こ
の
交
流
の
為
に
理
事
の

職
を
退
い
た
の
で
あ
る
が
︑
交
渉
費
用
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
側
か

ら
出
て
お
り
︑
実
質
︑
会
社
代
表
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
︵
長
島
二
〇
〇
七
︶︒

デ
ン
マ
ー
ク
側
が
外
務
省
を
訪
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
と
言
っ
て
い
い
︑
六
月

二
九
日
に
︑
ア
メ
リ
カ
公
使
か
ら
も
太
平
洋
海
底
電
線
敷
設
許
可
の
願
い
出

が
あ
っ
た
︒
更
に
︑
デ
ン
マ
ー
ク
﹁
専
使
﹂
の
来
日
す
る
よ
り
も
前
の
五
月

二
三
日
に
ロ
シ
ア
か
ら
も
再
び
一
八
六
七
年
に
打
診
し
て
き
た
海
底
電
線
陸

揚
げ
許
可
の
申
し
出
が
あ
っ
た
︒
実
は
こ
れ
は
同
じ
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
の
電
信
敷
設
の
話
が
ロ
シ
ア
側
か
ら
申
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

日
本
に
は
複
数
方
向
か
ら
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
申
し
出
が
来
て
い

た
こ
と
に
な
る
︒

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
前
述
の
と
お
り
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
︱
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一
六
九

香
港
だ
け
で
は
な
く
︑
既
に
シ
ベ
リ
ア
陸
上
線
の
排
他
的
権
利
を
ロ
シ
ア
政

府
に
認
め
さ
せ
︑
電
信
線
を
ロ
シ
ア
沿
海
州
か
ら
日
本
の
大
阪
・
横
浜
・
長

崎
に
敷
設
し
︑
中
国
の
上
海
・
広
東
・
香
港
ま
で
伸
ば
す
約
定
を
結
ん
で
い

た
︒
海
底
電
線
敷
設
は
︑
現
実
に
は
民
間
会
社
の
事
業
な
ど
で
は
な
く
︑
欧

米
諸
国
に
よ
る
国
際
競
争
で
あ
っ
た
︒
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
海
底
電
信
会
社

と
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
間
に
は
五
月
一
二
日
に
三
〇
年
間
有
効
の

相
互
不
可
侵
協
定
が
成
立
し
て
お
り
︑
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
に
よ
る
陸
揚
げ
交

渉
の
数
か
月
前
の
一
八
七
〇
年
一
月
に
は
︑
英
独
仏
の
通
信
社
の
間
で
世
界

分
割
協
定
が
結
ば
れ
︑
中
国
・
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
は
︑
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ

タ
ー
通
信
社
の
勢
力
圏
と
決
め
ら
れ
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︵
小
糸

一
九
八
〇
︑
有
山
二
〇
一
三
︶︒
日
本
で
の
海
底
電
線
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と

っ
て
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
担
当
と
い
う
こ
と
に
と
う
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
︒
こ
の
相
互
不
可
侵
協
定
に
基
づ
い
て
︑
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
大
英
帝
国

駐
日
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
︵Sir H

arry Sm
ith Parks

︶
に
対
し
て
︑

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
日
本
へ
の
海
底
電
線
陸
揚
げ
交
渉
を
支
援
す

る
こ
と
︑
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
が
外
国
の
会
社
と
同
等
の
権
利
を
確
保

し
え
る
こ
と
︑
ま
た
外
国
会
社
の
排
他
的
権
利
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
会
社

の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
示
し
て
い
た

︵
有
山
二
〇
一
三
︑Jorm

a A
hvenainen, 1981

︶︒
こ
の
海
底
電
線
敷
設

交
渉
の
三
年
前
の
一
八
六
七
年
に
︑
日
本
・
デ
ン
マ
ー
ク
間
の
修
好
通
商
条

約
の
締
結
さ
れ
た
の
だ
が
︑
パ
ー
ク
ス
公
使
は
︑
そ
れ
に
先
立
つ
一
八
六
六

年
︑
つ
ま
り
英
国
︱
米
国
間
の
大
西
洋
ケ
ー
ブ
ル
開
通
の
年
に
︑
幕
府
に
対

し
て
イ
ギ
リ
ス
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
助
力
す
る
件
を
公
式
に
伝
え
て
お
り
︵
維

新
史
学
会
︵
編
︶
一
九
七
三;

長
島
二
〇
〇
七
︶︑
情
報
覇
権
争
い
に
常
に

英
国
が
有
利
に
な
る
よ
う
布
石
を
打
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
し
か

し
日
本
側
の
寺
島
宗
則
外
務
大
輔
は
︑
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た

の
か
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と
の
交
渉
に
つ
い
て
こ
の
ハ
リ
ー
・
パ

ー
ク
ス
に
助
言
を
求
め
た
と
い
う
︒
も
ち
ろ
ん
パ
ー
ク
ス
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
側
に
立
っ
て
助
言
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
大
英
帝
国
駐
日
公
使

パ
ー
ク
ス
は
そ
の
後
日
本
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
東
京
︱
長
崎
間
の
陸

上
電
信
線
工
事
の
際
に
も
︑
デ
ン
マ
ー
ク
側
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
裏
か
ら
日

本
政
府
に
圧
力
を
か
け
た
︵
長
島
二
〇
〇
七;

有
山
二
〇
一
三
︶︒
パ
ー
ク

ス
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
︑
一
八
六
九
年
に
日
本
︱
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
間
の

最
悪
の
不
平
等
条
約
﹁
和
親
通
商
航
海
条
約
﹂
調
印
の
際
に
︑
日
墺
条
約
が

西
欧
諸
国
に
非
常
に
有
利
に
な
る
よ
う
︑
そ
し
て
日
本
に
非
常
な
不
利
益
に

な
る
よ
う
暗
躍
し
た
ま
さ
に
そ
の
人
物
で
あ
る
︵
松
本
二
〇
一
三
︶︒

一
方
一
八
七
五
年
に
︑
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
を
︑
日
本
政
府

の
﹁
本
意
﹂
を
隠
し
た
う
え
で
ひ
そ
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
本
意
を
顕
す
の
に

利
用
せ
よ
︑
と
い
う
建
言
し
た
の
は
︑
日
墺
和
親
通
商
航
海
条
約
調
印
の
際

に
日
本
の
外
務
省
の
顧
問
で
あ
っ
た
ア
㆑
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
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一
七
〇

ボ
ル
ト
︵A

lexander G
eorge G

ustav von Sieboldt

︵1846-1911

︶︶

で
あ
っ
た
︵
大
臣
・
参
議
宛
反
訳
局
長
箕
作
権
大
内
史
一
八
七
五
︑
有
山

二
〇
一
三
︶︒
ア
㆑
キ
サ
ン
ダ
ー
は
幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
雇
わ
れ
て

オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
一
八
二
三
︱
一
八
二
九
に
来
日
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

帝
国
の
ド
イ
ツ
人
︑
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

︵P
hilipp F

ranz B
althasar von Siebold

︵1796-1866

︶︶
の
長
男
で

あ
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
こ
の
時
代
の
デ
ン
マ
ー
ク
︵
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
︶

が
︑
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
情
報
を
大
き
く
参
考
に
し
て
い
た

︵
長
島
二
〇
〇
七
︶
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒

明
治
政
府
は
最
終
的
に
デ
ン
マ
ー
ク
側
と
約
定
を
結
び
︑
翌
年
の

一
八
七
一
年
に
長
崎
の
ベ
ル
ヴ
ュ
ー
ホ
テ
ル
内
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
の
電
信
局
が
設
置
さ
れ
た
︒
長
崎
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
は
︑
一
八
六
三

年
︵
文
久
三
年
︶
頃
に
開
業
し
た
長
崎
最
古
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
︑
長
崎
の
南

山
手
の
外
国
人
居
留
区
︑
現
在
の
ホ
テ
ル
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル
︵
A 

N 

A

ホ
テ
ル
︶
の
場
所
に
あ
っ
た
︵
図
5　

ピ
ー
タ
ー
セ
ン
﹁
日
本
の
思
い
出
﹂

一
九
一
九
︑
原
田
二
〇
一
三 

in 

長
島
二
〇
一
三
︑
有
山
二
〇
一
三
︶︒

約
定
が
結
ば
れ
て
か
ら
は
非
常
に
め
ま
ぐ
る
し
く
事
業
が
進
展
し
て
お

り
︑
デ
ン
マ
ー
ク
︵
し
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︶
が
ど
れ
ほ
ど
極
東
日
本
で

の
情
報
ケ
ー
ブ
ル
を
強
く
欲
し
て
い
た
の
か
が
う
か
が
え
る
︒
一
八
七
一

年
四
月
一
八
日
に
上
海
︱
香
港
間
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
開
通
︑
六
月
一
八
日

に
は
長
崎
︱
上
海
間
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
完
了
︑
八
月
一
二
日
に
電

信
開
始
︑
一
〇
月
五
日
に
は
長
崎
︱
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
間
の
海
底
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
完
了
し
て
い
る
︵
大
野
二
〇
一
二;

原
田
二
〇
一
三 

in 

長
島

二
〇
一
三
︶︒
更
に
翌
年
の
一
八
七
二
年
一
月
一
日
に
長
崎
︱
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
間
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
極
東
電
信
線
が
正
式
に
全
線
開
通

し
︑
公
衆
電
報
の
取
扱
い
を
早
速
開
始
し
て
い
る
︵
大
野
二
〇
一
二
︑
長
島

二
〇
〇
七
︑
二
〇
一
三
︑
有
山
二
〇
一
三
︑
室
井
一
九
七
二
︶︵
図
6
︶︒

こ
の
年
︑
デ
ン
マ
ー
ク
の
童
話
作
家
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン

デ
ル
セ
ン
︵H

ans C
hristian A

ndersen 1805-1875

︶
は
大
西
洋
に

敷
設
さ
れ
た
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
を
題
材
に
し
た
﹁
大
き
な
う
み
へ
び
﹂
と

い
う
童
話
を
書
い
た
︒
こ
の
童
話
は
︑
海
の
中
に
沈
ん
で
き
た
長
い
電
信
ケ

ー
ブ
ル
に
対
し
て
の
海
の
生
物
の
反
応
を
描
い
た
も
の
で
︑
ア
ン
デ
ル
セ
ン

は
最
後
に
﹁
そ
れ
は
力
を
ま
し
︑
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
︑
年
ね
ん
の
び
て
い

き
︑
す
べ
て
の
大
洋
を
わ
た
り
︑
地
球
を
め
ぐ
り
ま
す
﹂︵
ア
ン
デ
ル
セ
ン

一
八
七
二
︵
一
五
三
︶
高
橋
健
二
訳
︶
と
し
て
い
る
︒
一
方
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

側
の
情
報
網
が
着
々
と
進
ん
で
い
た
の
に
対
し
︑
デ
ン
マ
ー
ク
側
と
ほ
ぼ
同

時
の
海
底
電
線
敷
設
許
可
の
願
い
出
の
あ
っ
た
米
国
と
の
間
の
海
底
電
信
ケ

ー
ブ
ル
の
開
通
は
一
九
〇
六
年
と
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
よ
る

ケ
ー
ブ
ル
開
通
の
三
五
年
後
で
あ
り
︑
こ
れ
は
日
露
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ

と
の
交
渉
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︵
有
山
二
〇
一
三
︑
大
野
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一
七
一

二
〇
一
二
︶︒

欧
米
が
計
画
的
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
情
報
戦
を
制
し
て
い
っ

た
の
に
対
し
︑
日
本
が
電
信
に
よ
る
情
報
を
実
際
に
使
い
こ
な
す
に
は
少

し
遅
れ
を
と
っ
た
︒
最
初
に
こ
の
海
外
と
の
電
信
網
を
使
い
こ
な
し
た
の

は
一
八
七
一
︱
一
八
七
三
年
の
岩
倉
使
節
団
で
あ
る
︒
岩
倉
使
節
団
が
欧

州
に
向
け
て
日
本
を
出
発
し
た
の
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
長
崎

で
最
初
の
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
を
陸
揚
げ
し
た
一
八
七
一
年
一
二
月
で
あ

り
︑
一
八
七
三
年
九
月
に
帰
国
し
て
い
る
︒
前
述
の
大
英
帝
国
公
使
ハ
リ

ー
・
パ
ー
ク
ス
の
後
押
し
に
よ
り
一
八
六
九
年
に
日
本
︱
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

間
で
結
ば
さ
れ
た
不
平
等
条
約
﹁
和
親
通
商
航
海
条
約
﹂
を
改
正
す
る
た
め

の
予
備
交
渉
が
訪
欧
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒
岩
倉
使
節
団
の
訪
欧
中
︑

一
八
七
三
年
四
月
頃
︑
よ
う
や
く
国
際
電
報
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
︒
ウ
ィ
ー
ン
に
は
六
月
四
日
着
六
月
一
八
日
発
で
あ
っ
た
が
︑
日
本

ま
で
最
短
で
二
日
か
ら
三
日
で
電
報
が
到
着
し
て
い
る
︵
大
野
二
〇
一
二
︶︒

こ
の
時
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ウ
ィ
ー
ン
万
博
が
一
八
七
三
年
五
月
か
ら
一
一
月
の

間
で
行
わ
れ
て
お
り
︑
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
次
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ウ
ィ
ー
ン
万
博
博
覧
会
準
備
委
員
会
に
日
本
政
府

の
連
絡
員
と
し
て
起
用
さ
れ
て
い
た
︵
松
本
二
〇
一
三
︶︒

岩
倉
使
節
団
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
訪
問
し
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
の
前
︑

一
八
七
三
年
の
四
月
で
あ
る
︒
四
月
二
〇
日
に
は
一
八
七
〇
年
か
ら
一
般
に

図 5　ベルビュー・ホテル（有山 2013　図 9より（長崎大学付属図書館所蔵））
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一
七
二

図 6　大北電信会社電信線（『大北電信会社百年略史』より（有山 2013　図 14）

図7 1906年頃のアジアの海底電信線 (有山2013 図16)図 7　1906年頃のアジアの海底電信線（有山 2013　図 16）
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一
七
三

公
開
さ
れ
て
い
た
旧
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
附
属
動
物
博
物
館
︵
Z 

M 

U 

C
︶
の
建
物
を
目
に
し
た
よ
う
で
あ
る
︵
長
島
二
〇
〇
七
︶︒
こ
の
時
の
訪

丁
に
対
す
る
答
礼
訪
問
と
し
て
︑
デ
ン
マ
ー
ク
外
務
省
の
指
示
に
基
づ
き
︑

今
度
は
一
八
七
四
年
九
月
二
五
日
か
ら
中
国
に
て
陸
上
電
信
敷
設
の
交
渉
を

行
っ
て
い
た
海
軍
大
臣
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ス

リ
ョ
フ
︵Valdem

ar R
udolph von R

aasløff 

︶
将
軍
︵
公
使
︶
が
訪
日

す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
前
述
の
ス
エ
ン
ソ
ン
は
一
八
七
〇
年
に
こ
の
ロ
ー
ス

リ
ョ
フ
将
軍
の
副
官
で
あ
っ
た
︵
大
北
電
信
株
式
会
社
編
一
九
七
二
︶︒
ロ

ー
ス
リ
ョ
フ
将
軍
は
一
八
七
五
年
七
月
七
日
に
横
浜
に
到
着
し
七
月
一
三
日

に
明
治
天
皇
に
謁
見
し
た
︒
そ
の
後
計
三
个
月
ほ
ど
東
京
に
滞
在
し
︑
そ

の
間
日
光
︑
神
戸
︑
大
阪
︑
京
都
見
物
も
し
︑
一
〇
月
二
一
日
に
長
崎
に

到
着
︑
一
一
月
一
日
に
長
崎
か
ら
出
発
し
て
い
る
︒︵
コ
ル
ヴ
ィ
in 

長
島

二
〇
一
三
︶︒

一
八
七
〇
年
︵
明
治
三
年
︶
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
与
え
ら

れ
た
長
崎
の
揚
陸
権
は
独
占
権
で
は
な
か
っ
た
︒
一
八
七
八
年
に
グ
㆑
ー

ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
横
浜
支
局
は
閉
鎖
さ
れ
︑
日
本
に
よ
る
中
央
電
報
局

が
築
地
に
開
設
さ
れ
︑
国
際
電
信
が
日
本
人
の
手
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
︵
長
島
二
〇
一
三
︶︒
し
か
し
一
八
八
二
年
︵
明
治
一
五
年
︶
日
本
政
府

と
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
間
で
︑
一
八
七
〇
年
の
約
定
を
改
訂
し
︑

一
二
月
二
八
日
に
日
本
が
自
力
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
に
よ
る
長
崎
︱
釜
山
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
と
引
き
換
え
に
︑
グ
㆑
ー

ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
二
〇
年
間
の
独
占
権
を
与
え
︑
か
つ
同
社
が
他
国
か

ら
三
〇
年
間
の
独
占
権
を
得
た
場
合
は
こ
の
約
定
も
自
動
的
に
三
〇
年
間
延

長
と
い
う
新
し
い
約
定
が
締
結
さ
れ
た
︒
し
か
し
ロ
シ
ア
政
府
と
清
国
政
府

が
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
対
し
て
三
〇
个
年
の
特
許
を
与
え
て
い
た

た
め
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
日
本
列
島
と
ア
ジ
ア
大
陸
間
と
の
海

底
電
線
す
べ
て
に
の
国
際
通
信
を
一
九
一
二
年
一
二
月
二
七
日
ま
で
独
占

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︵
有
山
二
〇
一
三
︑
大
野
二
〇
一
二
︶︒
清

国
に
お
い
て
の
独
占
権
が
あ
っ
て
も
︑
一
八
七
五
年
一
二
月
二
二
日
の
コ

ル
ヴ
ィ
の
日
記
か
ら
は
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
中
国
で
の
陸
上

電
信
線
敷
設
事
業
を
う
ま
く
進
め
ら
れ
ず
︑
福
建
省
で
は
中
国
人
が
電
信
線

を
切
断
す
る
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
︵
コ
ル
ヴ
ィ

in 

長
島
二
〇
一
三
︶︑
清
国
内
で
全
く
抵
抗
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
︒
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と
大
東
電
信
会
社
︵E

asten 

T
elegraph

︶
は
︑
清
国
と
排
他
的
な
協
約
を
結
ん
で
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
芝
罘
︱
威
海
衛
間
︑
ド
イ
ツ
政
府
に
青
島
︱
上
海

間
︑
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
会
社
は
ド
イ
ツ
政
府
線
に
連
絡
し
て
上
海
︱
カ
ロ

リ
ン
諸
島
と
ヤ
ッ
プ
島
︑
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
商
業
海
底
電
信
会
社
は
上
海

︱
マ
ニ
ラ
韓
︑
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ア
モ
イ
︱
ベ
ト
ナ
ム
間
の
海
底
電
線
敷
設

を
暗
黙
の
裡
に
許
諾
し
て
い
た
︒
欧
米
諸
国
は
ア
ジ
ア
を
分
割
し
︑
共
同
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一
七
四

利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
︵
図
7
︶︒
ハ
ワ
イ
王
国
は
一
八
八
一
年
に
カ

ラ
カ
ウ
ア
王
︵K

ing K
alakaua

︶
が
来
日
し
︑
明
治
天
皇
に
日
本
︱
ハ
ワ

イ
間
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
を
提
案
し
た
が
︑
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た

︵﹁
明
治
天
皇
紀
﹂
第
五
巻
︑
一
九
七
一
︑
大
野
二
〇
一
二
︶︒

〈

グ
レ
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
長
崎
支
局
と
生
物
採
集
〉

一
八
七
一
年
の
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
長
崎
支
局
開
設
に
伴
い
︑
グ

㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
所
属
の
複
数
の
デ
ン
マ
ー
ク
電
信
士
が
滞
在
す

る
こ
と
と
な
っ
た
︒
一
九
歳
の
ユ
リ
ウ
ス
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
︵ Julius V. 

Petersen 1852-1928

︶
も
そ
の
一
人
で
あ
る
︒
電
信
線
は
ま
だ
東
京
︱
長

崎
間
が
建
設
中
で
︑
国
際
線
が
開
通
し
た
の
は
一
八
七
三
年
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
っ
た
︒
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
支
局
の
あ
る
南
山
手
の
外
国

人
居
留
区
に
入
る
に
は
陸
路
の
み
で
︑
日
本
人
町
と
の
境
界
に
日
本
人
警

官
が
詰
め
て
い
る
番
所
が
あ
っ
た
︒
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
の
一
九
一
九
年
﹁
日

本
の
思
い
出
︵M

inder fra Japan

︶﹂
に
よ
る
と
︑
当
時
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
の
建
物
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
電
信
士
が
七
名
お
り
︑
そ
の
ほ
か
に
支
局

長
が
い
た
︒
コ
ッ
ク
は
中
国
人
で
あ
り
建
物
内
に
食
堂
が
あ
っ
た
︵
長
島

二
〇
〇
七
︑
二
〇
一
三
︶︒
デ
ン
マ
ー
ク
本
社
と
中
国
と
の
電
信
連
絡
は
長

崎
を
中
継
し
︑
電
信
士
た
ち
の
打
つ
モ
ー
ル
ス
信
号
に
よ
っ
て
電
信
線
を
通

じ
て
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︒

J
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
と
い
う
名
前
に
よ
る
採
集
に
よ
る
標
本
は
︑
ウ
プ

サ
ラ
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
︑
い
ず
れ
も
採
集
し
た
年
号
は
不
明
で

あ
る
︒
た
だ
︑
日
本
の
標
本
︵U

P
SZT

Y2129

︶
は
一
八
九
六
年
に
論
文

に
記
載
さ
れ
て
い
る
為
そ
れ
よ
り
以
前
の
採
集
︑
香
港
の
北
四
〇
マ
イ
ル

︵
六
四
・
四
︱
七
四
㎞
︶
で
の
標
本
は
一
八
九
〇
年
に
論
文
に
記
載
さ
れ
て

い
る
為
そ
れ
よ
り
以
前
の
採
集
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
い
ず
れ
も
水
深

五
〇
︱
六
〇
m
の
標
本
で
あ
り
︑
台
湾
海
峡
に
お
け
る
標
本
と
も
ど
も
日
本

に
来
日
す
る
船
ま
た
は
離
日
す
る
船
の
航
行
中
に
入
手
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
︒
J
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
標
本
に
よ
る
と
カ
プ
テ
ン
︵
キ
ャ
プ
テ
ン
︶

︵K
aptain

︶
と
あ
る
︒
日
本
で
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
を
甲
比
丹
︵
か

ぴ
た
ん
︶
と
呼
ん
で
い
た
が
︑
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ 

ィ
ッ
ク
の
若
い
一
電
信
士
で
あ
り
︑
キ
ャ
プ
テ
ン
︵
船
長
︶
や
そ
の
他
の
役

職
に
つ
く
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
︒
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
デ
ン
マ
ー
ク
に

一
般
的
な
苗
字
で
あ
る
と
は
い
え
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
関
係
し

た
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
及
び
標
本
の
採
集
場
所
な
ど
か
ら
同
一
人
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
︒
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
標
本
は
数
や
採
集
地
が
少
な
い
た

め
︑
本
人
自
身
の
手
に
よ
る
採
集
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
Ｊ
・
ピ
ー

タ
ー
セ
ン
は
一
八
七
七
年
に
帰
国
し
て
い
る
為
︑
採
集
年
代
も
そ
れ
よ
り
以

前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

日
本
滞
在
中
の
J
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
の
動
向
は
同
じ
大
北
電
信
会
社
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一
七
五

の
長
崎
支
局
に
赴
任
し
て
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
フ
㆑
デ
リ
ッ
ク
・
コ
ル
ヴ
ィ

︵F
rederik K

olvig 1848-1929

︶
に
よ
る
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
七
六

年
に
か
け
て
の
日
記
で
あ
る
﹁
長
崎
滞
在
記
﹂︵
長
島
二
〇
一
三
︶
及
び
︑

J
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
本
人
の
帰
国
後
一
八
七
七
年
に
刊
行
し
た
﹁
日
本
回
想

記
︵E

rindringer fra Japan

︶﹂︵
長
島
二
〇
一
三
︶
か
ら
知
る
こ
と
が
出

来
る
︒
コ
ル
ヴ
ィ
の
日
記
か
ら
は
︑
一
八
七
四
年
一
一
月
末
日
ま
で
ピ
ー

タ
ー
セ
ン
は
前
述
の
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
情
報
を
独
占
す
る
分
割
協

定
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
し
て
お
り
︑

一
八
七
五
年
六
月
に
は
出
島
四
番
地
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
一
八
七
四
年
一
二
月
一
日
に
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
日
本
語
の

辞
書
を
買
い
︑
コ
ル
ヴ
ィ
と
一
緒
に
骨
董
品
屋
を
覗
い
た
と
あ
る
︵
コ
ル
ヴ

ィ
in 

長
島
二
〇
一
三
︶︒
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
辞
書
を
買
っ
た
こ
と
か
ら

推
察
さ
れ
る
よ
う
に
︑
好
奇
心
と
知
識
欲
が
あ
る
青
年
で
あ
っ
た
ら
し
く
︑

日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
︑
日
本
語
の
勉
強
を
し
︑
日
本
に
つ
い
て
の
文
献

を
読
み
︑
多
少
日
本
語
が
出
来
た
︒
彼
の
日
本
回
想
記
は
︑
長
崎
の
網あ

場ば

の

漁
港
か
ら
船
に
乗
っ
て
の
雲
仙
島
原
へ
の
徒
歩
旅
行
と
︑
一
八
七
四
年
六
月

の
一
二
日
間
の
有
明
海
を
船
で
渡
っ
て
の
熊
本
と
八
代
へ
の
旅
行
に
つ
い
て

書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
︒

日
本
の
海
上
運
輸
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
残
し
た
功
績
も
大
き
い
︒

一
八
七
五
年
に
岩
崎
弥
太
郎
が
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
を
設
立
す
る
と
︑

一
八
七
二
年
頃
か
ら
岩
崎
と
関
わ
っ
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
オ
ッ
ト

ー
・
ク
㆑
ブ
ス
︵O

tto F
rederik K

rebs 1838-1913

︶
が
一
八
七
六
年

四
月
よ
り
三
菱
汽
船
の
専
務
に
就
任
し
︑
一
八
八
五
年
に
は
三
菱
の
五
人

の
重
役
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
︵
長
島
二
〇
〇
七
︑
ホ
ス
ケ
ア
﹁
中
国
︑
日

本
︑
イ
ン
ド
へ
の
旅
︵Rejsei C

hina, Japan og. Indien, 1880

︶﹂
in 

長

島
二
〇
一
三
︶︒
ま
た
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
の
同
僚
で
あ
っ
た
同
じ
グ
㆑

ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
長
崎
支
局
の
電
信
士
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
ム
セ
ン

︵W
illiam

 B
ram

sen 1850-1881

︶
は
一
八
七
五
年
一
月
二
二
日
に
ク
㆑
ブ

ス
の
世
話
で
東
京
の
三
菱
汽
船
会
社
の
通
信
員
へ
と
転
職
し
て
い
る
︵
コ
ル

ヴ
ィ
in 

長
島
二
〇
一
三
︑
長
島
二
〇
〇
七
︶︒

一
方
︑
電
信
士
と
し
て
で
は
な
く
︑
長
崎
支
局
開
設
お
よ
び
よ
り
以
前

か
ら
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
が
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
大
学
及
び
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
両
方
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
八
六
標
本

を
採
集
し
た
エ
ド
ウ
イ
ル
ド
・
ス
エ
ン
ソ
ン
︵E

douard Suenson 1842-

1921

︶
で
あ
る
︒
ス
エ
ン
ソ
ン
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
あ
る
が
︑
日
本
開
国
後
︑

居
留
民
保
護
の
名
目
で
フ
ラ
ン
ス
軍
が
駐
留
す
る
横
浜
を
含
む
極
東
を
巡
航

す
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
士
官
と
し
て
一
八
六
六
年
八
月
一
〇
日
︵
慶
応
二
年

七
月
一
日
︶︑
二
四
歳
の
時
に
蒸
気
船
デ
ュ
プ
㆑
号
︵D

upleix

︶
に
て
上

海
経
由
で
横
浜
に
初
来
日
し
た
︒
こ
の
時
︑
上
海
か
ら
二
日
で
鹿
児
島
・
開

聞
岳
ま
で
た
ど
り
着
き
︑
そ
こ
か
ら
二
日
で
横
浜
に
至
っ
て
い
る
︒
デ
ン
マ
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一
七
六

ー
ク
は
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
を
通
じ
て
一
八
六
七
年
一
月
一
二
日
︵
慶
応
元
年

一
二
月
七
日
︶
に
幕
府
と
修
好
通
商
航
海
条
約
を
結
ん
だ
が
︑
同
年
七
月
に

ス
エ
ン
ソ
ン
は
そ
の
事
を
知
ら
ぬ
ま
ま
デ
ン
マ
ー
ク
へ
と
帰
国
し
て
い
る

︵
金
井
一
九
八
九
︑
ス
エ
ン
ソ
ン
一
八
六
九
︑一
八
七
〇
︑
長
島
二
〇
〇
七
︶︒

来
日
中
の
日
記
が
ス
エ
ン
ソ
ン
一
八
六
九
︱
七
〇
﹁
日
本
素
描
︵Skitser 

fra Japan

︶﹂︵
ス
エ
ン
ソ
ン
一
八
六
九
︑
一
八
七
〇
︶
で
あ
る
︒
日
記
か
ら

は
︑
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
隅
海
峡
を
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
海
峡
︵van 

D
iem

en

︶︑
開
聞
岳
を
ホ
ー
ナ
ー
山
︵Pic H

orner

︶︑
佐
多
岬
を
チ
チ
ャ

コ
フ
岬
︵C

hichakoff

︶︑
薩
南
諸
島
を
セ
シ
ル
群
島
︵C

ecille

︶︑
と
命
名

し
て
い
た
事
が
わ
か
る
︒
地
名
を
︑
す
で
に
存
在
し
て
い
る
現
地
で
の
名
前

で
は
な
く
︑
自
分
達
の
も
の
と
し
て
命
名
す
る
行
為
は
︑
植
民
地
時
代
の
欧

米
諸
国
の
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
黒
潮
は
そ
の
ま
ま
ク
ロ
シ
オ

と
呼
ん
で
お
り
︑
海
が
得
意
な
デ
ン
マ
ー
ク
人
ら
し
く
黒
潮
に
つ
い
て
︑
赤

道
潮
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
太
平
洋
を
横
切
り
︑
台
湾
の
南
端
で
方
向
を
変
え

て
北
上
︑
そ
こ
か
ら
琉
球
諸
島
・
薩
南
諸
島
沿
い
に
北
東
に
進
み
︑
大
隅
諸

島
︑
種
子
島
の
所
で
東
北
東
に
折
れ
て
日
本
の
南
東
側
の
海
岸
を
絶
え
ず
規

則
正
し
く
流
れ
る
潮
流
で
あ
る
︑
と
紹
介
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
黒
潮
は
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
湾
流
で
あ
り
非
常
に
速
度
の
速
い
暖
流
で
あ
る
こ

と
も
指
摘
し
て
い
る
︒
メ
キ
シ
コ
湾
流
は
大
西
洋
の
ア
メ
リ
カ
沿
岸
か
ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
方
面
へ
と
横
切
る
巨
大
な
暖
流
で
あ
り
︑
ア
メ
リ
カ
︱
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
間
の
航
海
に
大
き
く
影
響
を
お
よ
ぼ
す
海
流
で
あ
る
︒
日
本
滞
在
中
の

一
八
六
六
年
九
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
提
督
ロ
ー
ゼ
の
も
と
で
朝
鮮
の
江
華
島
攻

撃
に
参
加
し
一
一
月
に
長
崎
経
由
で
横
浜
に
帰
還
︑
一
八
六
七
年
三
月
上
旬

に
五
月
一
日
︵
慶
応
三
年
三
月
二
七
日
︶
に
は
大
阪
城
白
書
院
に
て
フ
ラ
ン

ス
の
㆑
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
公
使
︑
提
督
ロ
ー
ゼ
に
よ
る
徳
川
慶
喜
の
内
謁
見

お
よ
び
公
式
謁
見
に
も
陪
席
し
て
い
る
︒
当
時
幕
府
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
技
師

の
指
導
の
も
と
横
須
賀
製
鉄
所
︵
造
船
所
︶
の
建
設
も
し
て
い
た
が
︑
ス
エ

ン
ソ
ン
は
日
本
の
平
底
船
を
絵
の
よ
う
に
美
し
い
と
描
写
し
て
い
る
︒
江
戸

の
浦
賀
水
道
か
ら
兵
庫
ま
で
は
フ
ラ
ン
ス
船
で
二
日
半
程
で
あ
っ
た
︵
ス
エ

ン
ソ
ン
一
八
六
九
︑一
八
七
〇
︶︒

こ
の
時
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
日
本
に
海
底
電
信
を
敷
設
す
る

前
で
あ
っ
た
の
で
︑
ス
エ
ン
ソ
ン
に
よ
る
と
︑
一
八
六
六
年
︑
一
八
六
七
年

当
時
の
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
の
情
報
伝
達
ル
ー
ト
は
︑
三
つ
の
ル
ー
ト
が

存
在
し
た
と
い
う
︒
①
欧
州
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
︵
セ
イ
ロ
ン
︶
の
港
町
プ
ワ

ン
ト
・
ド
・
ガ
ル
︵Pointe de G

alle

︶
ま
で
英
国
イ
ン
ド
海
底
電
信
会
社

の
電
信
線
に
よ
り
電
報
↓
ス
エ
ズ
か
ら
ガ
ル
に
到
着
し
た
郵
便
船
が
電
報
を

受
け
取
り
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
船
便
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
↓
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
イ
ン
ド
諸
島
の
植
民
地
や
中
国
︑
日
本
沿
岸
へ
到
る
ル
ー
ト
︒
郵
便
船
が

プ
ワ
ン
ト
・
ド
・
ガ
ル
か
ら
の
航
海
に
要
す
る
日
数
は
三
〇
日
︒
②
ロ
シ
ア

の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
︑
ロ
シ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
の
境
界
の
シ
ベ
リ
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一
七
七

ア
の
町
キ
ャ
フ
タ
ま
で
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
シ
ベ
リ
ア
陸
上
線
に

よ
り
電
報
↓
キ
ャ
フ
タ
か
ら
北
京
ま
で
急
使
を
送
る
ル
ー
ト
︒
こ
れ
は
一
般

の
通
与
信
用
で
は
な
く
︑
ま
た
キ
ャ
フ
タ
か
ら
北
京
へ
は
定
期
的
な
郵
便
は

通
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
︒
③
一
八
六
七
年
一
月
一
日
に
北
米
汽
船
会
社

が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
︱
横
浜
間
に
太
平
洋
航
路
を
開
通
さ
せ
た
の
で
︑
欧

州
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
電
報
↓
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
横
浜
ま

で
二
〇
日
の
船
便
を
送
る
ル
ー
ト
で
あ
る
︵
大
野
二
〇
一
二
︑
ス
エ
ン
ソ
ン

一
八
六
九
︑
一
八
七
〇
︑
長
島
二
〇
〇
七
︶︒

ス
エ
ン
ソ
ン
が
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
の
情
報
伝
達
ル
ー
ト
に
言
及
し

た
﹁
日
本
素
描
﹂
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
六
九
年
と
一
八
七
〇
年
に
か
け

て
で
あ
る
が
︑
こ
の
同
じ
一
八
七
〇
年
六
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
公
使
シ
ッ

キ
が
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
日
本
で
の
海
底
電
線
陸
揚
げ
権
を
得

る
約
定
を
締
結
の
為
に
来
日
し
︑
更
に
七
月
一
七
日
︵
明
治
三
年
六
月
一
九

日
︶
に
具
体
的
な
説
明
を
行
っ
た
際
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
代
表

と
し
て
同
席
し
た
の
が
ス
エ
ン
ソ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
ス
エ
ン
ソ
ン
は
グ

㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
設
立
者
チ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
に
説
得
さ
れ
て
同
年
に

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
入
社
し
て
い
た
︒
ス
エ
ン
ソ
ン
は
こ
れ
以
降

日
本
と
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
交
渉
の
主
役
と
な
り
︑
七
月
二
七
日

︵
六
月
二
九
日
︶
の
会
談
も
デ
ン
マ
ー
ク
公
使
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
︒
実

は
︑
日
本
と
の
交
渉
前
に
五
月
半
ば
に
香
港
に
て
香
港
で
の
電
信
線
陸
揚
げ

の
許
可
を
得
︑
上
海
で
陸
揚
げ
の
準
備
交
渉
を
行
っ
た
の
も
こ
の
ス
エ
ン
ソ 

ン
だ
っ
た
︵
長
島
一
九
八
九
︑
二
〇
〇
七
︑
有
山
二
〇
一
三
︶︒
交
渉
時
グ
㆑

ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
文
書
の
翻
訳
文
は
大
隈
重
信
関

係
文
書
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
︵﹁
デ
ン
マ
ー
ク
会
社
海
底
電
線
陸
揚
免

許
に
関
す
る
書
類
﹂
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
大
隈
重
信
関
係
資
料
﹂︶︒

約
定
が
締
結
さ
れ
た
一
〇
月
に
は
ス
エ
ン
ソ
ン
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
の
総
代
と
し
て
技
師
た
ち
と
と
も
に
電
信
敷
設
船
ト
ー
デ
ン
ス
キ
ョ
ル
ド

号
に
て
長
崎
港
に
入
港
し
︑
地
形
を
調
べ
︑
海
底
を
測
量
し
て
︑
ケ
ー
ブ
ル

線
の
陸
揚
地
を
岩
礁
の
比
較
的
少
な
い
港
外
の
小
个
倉
千
本
海
岸
︵
長
崎
市

小
个
倉
三
丁
目
︶
に
決
定
し
た
と
い
う
︒
小
个
倉
千
本
海
岸
か
ら
港
外
伊
王

島
の
間
に
は
ブ
イ
が
設
け
ら
れ
︑
船
舶
の
投
錨
に
よ
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
損

傷
回
避
の
目
印
と
さ
れ
た
︒
小
个
倉
陸
揚
庫
は
︑
長
崎
外
港
整
備
計
画
で
解

体
︑
窮
地
に
近
い
現
在
地
︵
長
崎
県
小
个
倉
三
丁
目
︶
に
復
元
再
建
さ
れ
て

い
る
︵
原
田
二
〇
一
三 

in 

長
島
二
〇
一
三
︶︒
ス
エ
ン
ソ
ン
は
一
時
帰
国
し

た
が
翌
年
一
八
七
一
年
の
三
月
に
再
来
日
し
︑
長
崎
の
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
支
局
を
設
置
し
た
︵
長
島
二
〇
〇
七
︶︒
一
八
七
四
年
の
八
月
頃
に

は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
日
本
の
電
信
会
社
の
依
頼
で
東
京
︱
函
館

間
に
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
︒
こ

の
電
信
は
九
月
一
〇
日
に
開
通
し
た
が
︑
電
信
敷
設
に
は
︑
の
ち
に
グ
㆑
ー

ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
専
務
と
な
っ
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ボ
ー
ア
︵H

enrik 
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一
七
八

G
. C

hr. B
ohr 1844-1904

︶
の
名
前
も
あ
る
︒
彼
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
物
理
学
者
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
の
叔
父
で
あ
る

︵
コ
ル
ヴ
ィ
in 
長
島
二
〇
一
三
︶︒

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
ス
エ
ン
ソ
ン
・
コ
㆑
ク
シ
ョ
ン
の

う
ち
津
軽
海
峡
の
標
本
︵U

U
ZM

72b

︶
は
年
号
が
な
く
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
津
軽
海
峡
の
標
本
︵ZM

U
C

120604-08

︶
に
は
一
八
八
〇
年
︑

︵ZM
U

C
120430-04, 13

︶
に
は
一
八
八
二
年
の
年
号
が
つ
い
て
い
る
が
︑

こ
れ
ら
の
標
本
も
こ
の
東
京
︱
函
館
海
底
電
線
敷
設
に
関
連
し
て
採
集
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
︒
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
電
信
敷

設
を
す
る
だ
け
で
な
く
故
障
し
た
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
修
理
も
行
っ
て

い
る
こ
と
が
コ
ル
ヴ
ィ
の
日
記
か
ら
わ
か
る
︒
一
八
七
四
年
一
月
三
一
日

長
崎
に
は
敷
設
船
エ
ア
シ
ュ
テ
ッ
ド
号
が
来
て
お
り
︑
二
月
九
日
か
ら
二

月
一
一
日
の
間
に
長
崎
か
ら
お
よ
そ
四
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
切

断
ヵ
所
を
発
見
し
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︵
コ
ル
ヴ
ィ
in 

長
島

二
〇
一
三
︶︒
一
般
的
に
︑
敷
設
よ
り
も
む
し
ろ
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
揚
げ
る

修
理
の
際
に
海
底
の
サ
ン
ゴ
が
ケ
ー
ブ
ル
に
か
ら
ま
っ
て
︑
又
は
ケ
ー
ブ

ル
の
上
に
生
え
て
い
て
混
獲
採
集
さ
れ
る
確
率
が
高
い
︒
ス
エ
ン
ソ
ン
・

コ
㆑
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
長
崎
周
辺
採
集
の
標
本
は
二
〇
点
あ
ま
り
あ
る

が
︑
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
修
理
な
ど
で
混
獲
採
集
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
そ
の
ほ
か
にH

irudo-sundet

と
い
う
地
点
で

採
集
さ
れ
た
標
本
が
一
〇
点
あ
る
︵
表
１
︶︒
緯
度
経
度
か
ら
長
崎
県
の
平

戸
瀬
戸
か
ら
は
少
し
ず
れ
る
と
は
い
えH

irudo

と
い
う
地
名
自
体
は
平
戸

と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
︑
ス
エ
ン
ソ
ン
標
本
の
う
ち
ウ
プ
サ

ラ
大
学
で
はU

P
SZT

Y2169

︵U
U

ZM
72a, 72b, 72c

︶, U
P

SZT
Y2160

︵U
U

ZM
63

︶
の
四
点
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
で
はZM

U
C

120430-03, 

120430-20, 120430-21

の
三
点
で
ス
エ
ン
ソ
ン
の
綴
り
がSuenson

で

は
な
くSuensson

とS

が
二
重
に
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
地
球
規
模
生
物
多

様
性
情
報
機
構
G 

B 

I 

F
で
はE

. Svenson

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
︒

Suenson

名
義
の
生
物
コ
㆑
ク
シ
ョ
ン
︵U

U
ZM

 Suenson C
ollection

︶

は
︑
地
球
規
模
生
物
多
様
性
情
報
機
構
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︵G

B
IF-Sw

eden: 

Zoology

︵M
useum

 of E
volution-U

ppsala

︶
に
登
録
さ
れ
て
い
る

八
放
サ
ン
ゴ
は
二
点
で
あ
る
が
︑
八
放
サ
ン
ゴ
以
外
に
一
〇
〇
点
の
生

物
標
本
が
登
録
さ
れ
て
い
る
︒
採
集
海
域
は
︑
台
湾
海
峡
︵F

orm
osa 

Strait=T
aiw

an Strait, E
ast C

hina Sea

︶︑
長
崎
沖
︵ Japan, O

ff 

N
agasaki, E

ast C
hina Sea

︶︑
朝
鮮
海
峡
︵K

orea Strait

︶︑
ベ
ト
ナ

ム
︵V

ietnum
, South C

hina Sea

︶︑
中
国
︵Yangtze, C

hina

︶︑
香

港
︵H

ong K
ong, C

hina

︶
な
ど
︑
基
本
的
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
の
活
動
範
囲
と
一
致
し
て
い
る
が
︑
こ
れ
ら
の
う
ち
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て

海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
た
記
録
は
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
よ
っ
て
航
海
途
中

で
の
採
集
と
考
え
ら
れ
る
︒
日
本
か
ら
は
八
放
サ
ン
ゴ
の
他
に
九
州
か
ら
津



「グレート・ノルディック（Store Nordiske）」の海底電信ケーブルと日本のサンゴ

一
七
九

軽
海
峡
ま
で
の
間
で
ナ
マ
コ
の
仲
間
︑
平
戸
海
峡
か
ら
ヒ
ド
ロ
虫
の
仲
間
︑

カ
メ
ノ
テ
の
仲
間
︑
エ
ビ
の
仲
間
︑
お
そ
ら
く
平
戸
海
峡
～
長
崎
沖
か
ら
エ

ビ
の
仲
間
︑
カ
メ
ノ
テ
の
仲
間
な
ど
を
採
集
し
て
い
る
︒
な
お
︑
G 

B 

I 

F

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
採
集
地
が
︑
九
州
・
津
軽
海
峡
と
な
っ
て
い
る
の

は
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
支
社
が
あ
っ
た
の
は
九
州
の
長
崎
で
あ

り
︑
そ
こ
を
起
点
と
し
て
津
軽
海
峡
で
の
ケ
ー
ブ
ル
工
事
な
ど
に
向
い
︑
再

び
九
州
に
戻
っ
た
後
標
本
を
本
国
に
送
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
︒
そ
の
為
︑
標
本
の
採
集
地
と
し
て
九
州
と
津
軽
海
峡
を
併
記
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
採
集
年
月
日
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
︑
G 

B 

I 

F
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
標
本
で
は1890/3/23 H

ong 

K
ong

︵G
B

IF2613078

︶, 1890/8/2 Form
osa strait

︵G
B

IF2654415, 

G
B

IF2599415

︶
の
二
点
の
香
港
と
台
湾
海
峡
の
み
で
あ
る
︒

し
か
し
何
故
一
人
も
生
物
の
研
究
者
が
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
海

底
ケ
ー
ブ
ル
会
社
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
標
本
を
適
切
に
採
集
し
保
存
し
︑
デ

ン
マ
ー
ク
に
送
る
と
い
う
事
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
よ
う
な
事
例
は

他
の
多
く
の
欧
米
の
博
物
館
に
は
見
ら
れ
な
い
︑
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
み
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
傾
向
で
あ
る
︒
実
は
前
述
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
の
テ
ン
ダ
ル
教
授
に
よ
る
と
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
日

本
及
び
ア
ジ
ア
方
面
で
の
事
業
展
開
及
び
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
を
行
う
に
当

た
っ
て
︑
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
学
な
ど
の
学
術
組
織
は
︑
電
信
会
社
の
技
術

者
な
ど
に
む
け
て
︑
学
術
標
本
の
採
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
指

示
を
出
し
て
い
た
と
い
う
︒
電
信
会
社
は
組
織
と
し
て
学
術
目
的
に
か
な

う
為
の
方
法
論
な
ど
を
教
え
ら
れ
て
︑
極
東
で
採
集
さ
れ
た
生
物
な
ど
を

適
切
な
標
本
処
理
を
行
っ
た
う
え
で
本
国
に
送
付
す
る
よ
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
存
在
し
た
の
で
あ
る
︵pers. com

m
. D

r. O
le Tendal, C

openhagen 

U
niversitat, 2012

︶︒
ま
た
前
述
の
物
理
学
者
ボ
ー
ア
の
叔
父
が
グ
㆑
ー

ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
専
務
で
あ
っ
た
こ
と
も
︑
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は

学
術
分
野
と
技
術
・
経
済
分
野
が
決
し
て
分
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
︒
た
だ
︑
標
本
の
う
ち
研
究
さ
れ
て
論
文
に
も
な
り
︑
タ
イ
プ

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
ス
エ
ン
ソ
ン
の
標
本
が
︑
グ
㆑
ー
ト
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
の
本
拠
地
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
な
く
︑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ

大
学
で
あ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
謎
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く
は
︑
当
時
の
学
際

都
市
ウ
プ
サ
ラ
で
あ
る
か
ら
研
究
者
が
標
本
を
移
動
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
︒前

述
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ボ
ー
ア
は
一
八
八
二
年
に
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
と
明
治
政
府
の
間
の
独
占
契
約
が
更
新
さ
れ
た
時
の
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
側
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
後
の
契
約
の
修
正
を
行
っ

た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
ス
エ
ン
ソ
ン
は
一
八
七
四
年
の
八
月
二
四
日
の
時
点
で
グ

㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
東
洋
部
の
責
任
者
で
あ
り
︵
コ
ル
ヴ
ィ
in 

長

島
二
〇
一
三
︶︑
一
八
七
七
年
か
ら
一
九
〇
八
年
に
か
け
て
は
グ
㆑
ー
ト
・



比較文明研究 第 19号　2014年

一
八
〇

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
社
長
を
務
め
て
い
る
︵
大
野
二
〇
一
二
︑
長
島
一
九
八
九

﹁
ス
エ
ン
ソ
ン
﹂︑
二
〇
一
三
︶︒
ス
エ
ン
ソ
ン
は
ま
た
︑︵
明
治
二
四
年
︶
二

月
二
六
日
に
は
明
治
政
府
よ
り
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
け
て
い
る
︒
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
大
学
や
ウ
プ
サ
ラ
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ス
エ
ン
ソ
ン
・
コ
㆑
ク

シ
ョ
ン
は
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
一
一
年
の
間
に
採
集
さ
れ
た
標
本
で
あ
る

の
で
︑
社
長
任
期
中
及
び
任
期
終
了
三
年
の
間
に
ス
エ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
寄

贈
さ
れ
た
標
本
は
デ
ー
タ
明
記
の
な
い
も
の
も
す
べ
て
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
関
係
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
こ
れ
ら
は
本
人
が
直
接
採

集
し
た
も
の
で
は
な
く
︑
グ
㆑
ー
ト
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
か
ら
の
組
織
的
な
寄
贈

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒
ま
た
ス
エ
ン
ソ
ン
が
日
本
か
ら
の
標
本
を
独
占

権
撤
廃
の
二
年
前
の
一
九
一
一
年
ま
で
︑
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
寄
贈

し
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
表
1
︶︒
ス
エ
ン
ソ
ン
の
標
本
に
お
け
る
呼
称

もK
apitan

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
前
述
の
Ｊ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
と
は
異

な
り
︑
社
長
や
代
表
者
な
ど
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
妥
当
な
敬
称
と
言
え

る
︒〈

一
九
一
三
年
以
降
の
海
洋
生
物
採
集
〉

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
独
占
権
は
一
九
一
三
年
に
撤
廃
さ
れ
た

が
︑
そ
の
後
の
新
約
定
で
は
︑
定
め
ら
れ
た
地
域
間
を
結
ぶ
い
く
つ
か
の
電

信
線
か
ら
の
収
入
を
全
て
合
併
し
︑
一
定
の
割
合
で
分
配
す
る
合
併
計
算

方
式
に
よ
り
︑
日
本
・
中
国
大
陸
刊
の
海
底
電
信
線
の
収
入
の
比
率
を
日

本
三
五・四
％
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
六
四・六
％
と
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
た
め
︑
一
九
一
三
年
以
降
︑
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
か

か
わ
ら
な
い
日
中
間
通
信
で
も
日
本
の
収
入
の
六
四・
六
％
を
グ
㆑
ー
ト
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︵
有
山
二
〇
一
三
︑
大
野

二
〇
一
二
︑
土
屋
二
〇
一
二
︶︒

グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
独
占
権
が
撤
廃
さ
れ
た
一
九
一
三
年
か

ら
は
︑
今
度
は
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と
交
代
す
る
か
の
よ
う
に
科

学
者
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
ウ
プ
サ
ラ
大
学
シ
ク
ス

テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博
士
︵D

r. Sixten B
ock

︶
の
一
九
一
三
︱
一
九
一
四
年

の
調
査
は
日
本
と
小
笠
原
へ
の
調
査
旅
行
と
し
て
有
名
な
も
の
で
︑
彼
の

採
集
し
た
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
は
ア
ウ
リ
ヴ
ィ
リ
ウ
ス
︵A

urivillius

︶
に
よ

っ
て
四
二
種
︵
五
八
標
本
︶
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
新
種
記
載

さ
れ
た
も
の
が
二
一
種
︵
亜
種
な
ど
含
む
︶
あ
る
︒
今
回
の
調
査
で
は
全

四
二
種
中
一
八
種
五
八
標
本
中
二
二
標
本
を
ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
直
接
確
認
出

来
た
︒
そ
れ
以
外
に
直
接
確
認
で
き
た
九
標
本
と
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
一
八
標
本
︑
G 

B 

I 

F
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
一
五
標
本
を
合
計

す
る
と
︑
ウ
プ
サ
ラ
大
学
に
現
存
す
る
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博
士
採
集
の

八
放
サ
ン
ゴ
標
本
は
六
五
点
に
な
る
︵
表
１
︶︒
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博

士
は
一
九
三
一
年
の
時
点
で
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
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表2　モーテンセン太平洋調査1913-1916, 測点リスト<日本1914年4月23日－7月13日>
Table 2. Dr. Phil. Th. Mortensen's Pacific-Expeditions 1913-1916
 List of Stations <Japan 23 April - 13 July, 1914>

y/m/d Locality Gear depth Remarks
1914/4/23
1914/5/1 Japan, Sagami Bay, Misaki Littoral
1914/5/1 Japan, Sagami Bay, Misaki dredgings ab.10 fms, etc.
1914/5/2 Japan, Sagami Bay, Aburazebo dredgings Aburatsubo?
1914/5/6 Japan, Sagami Bay, Aburatsubo trawling
1914/5/8 Japan, Sagami Bay, Kamakura Littoral

1914/5/13
Japan, Kyushu, 9 miles W. by N. 1/2 N. of
Bonomisaki (near Nagasaki) trawling No.1 135 fms

1914/5/13 Japan, Kyushu, 16 miles W. by S. of Bonomisaki trawling No.2 200 fms
1914/5/13 Japan, Kyushu, 21 miles W. 1/2 S. of Bonomisaki trawling No.3 220 fms

1914/5/14
Japan, Kyushu, 32-49'N., 128-14'E.,
(23 miles N.W. 3/4 W. of Goto (or Osesaki))

trawlings No.4-5 115 fms

1914/5/14 Japan, Kyushu, ab.32-17'N. 128-11'E. trawling No.6 110 fms
1914/5/15 Japan, Kyushu, 32-15'N., 128-12'E., 90 fms. dredgings 90 fms
1914/5/17 33-41'N., 128-50'E. trawlings No.7- 75 fms
1914/5/17 34-10'N., 129-9'E. plankton
1914/5/18 34-20'N., 130-10'E. dredging No.11 60 fms
1914/5/18 34-11'N., 130-2'E. dredging No.12 56 fms
1914/5/18 33-51'N., 130-3'E. dredging No.13 20 fms
1914/5/18 plankton 10 fms

1914/5/22
-6/5

Japan, Sagami Bay, Misaki Littoral

1914/5/22
-6/5

Japan, Sagami Bay, Misaki dredging
down to ab.
20 fms

1914/6/6 Japan, Sagami Bay, off the station Sigsbee-trawl 80-120 fms
1914/6/6 Japan, Sagami Bay, in Aburatsubo Sigsbee-trawl 80-120 fms
1914/6/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station dredging 25 fms

1914/6/10 Japan, Sagami Bay, off the station swabs 80-120 fms
1914/6/11 Japan, Sagami Bay, Okinose swabs 60 fms
1914/6/12 Japan, Sagami Bay, Off Suno-Saki cape dredging 80-20 fms
1914/6/14 Japan, Sagami Bay, Misaki diver 1-2 fms

1914/6/15
-6/18

Japan, Sagami Bay, Misaki

1914/6/19 Japan, Sagami Bay, off Misaki 80-100 fms
1914/6/22 Japan, Sagami Bay, Misaki, Aburatsubo
1914/6/23 Japan, Sagami Bay, Okinose 100 fms, etc.

1914/6/24
-6/27

Japan, Sagami Bay, Misaki, Aburatsubo

1914/6/24
-6/25

Japan, Sagami Bay, Okinose ca. 100 fms

1914/6/28 Japan, Sagami Sea, Okinose 300 fms
1914/6/29 Japan, Sagami Sea, Okinose 300 fms
1914/6/30 Japan, Sagami Bay, Misaki 200 fms
1914/7/1 Japan, Sagami Sea, Okinose 200-400 fms
1914/7/2 Japan, Sagami Bay 400 fms
1914/7/3 Japan, Sagami Bay 400 fms
1914/7/7 Japan, Sagami Sea, Okinose 400 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.1-2

50 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.3

70 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.4

350 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, 8 miles W. of the station ringtrawl 600 fms
1914/7/10
-7/11

Japan, Sagami Bay, Misaki

1914/7/13 Japan, Yokohama material bought
*1 this list refered from original list by Dr. Ole Tendal, Copenhagen Universitat (ZMUC)
*2 station=MMBS(Misaki Marine Biological Station, University of Tokyo)

表 2　モーテンセン太平洋調査 1913-1916、測点リスト <日本 1914年 4月 23日－ 7月 13日 >
Table 2. Dr. Phil. Th. Mortensen's Pacific-Expeditions 1913-1916

List of Stations <Japan 23 April - 13 July, 1914>
表2　モーテンセン太平洋調査1913-1916, 測点リスト<日本1914年4月23日－7月13日>
Table 2. Dr. Phil. Th. Mortensen's Pacific-Expeditions 1913-1916
 List of Stations <Japan 23 April - 13 July, 1914>

y/m/d Locality Gear depth Remarks
1914/4/23
1914/5/1 Japan, Sagami Bay, Misaki Littoral
1914/5/1 Japan, Sagami Bay, Misaki dredgings ab.10 fms, etc.
1914/5/2 Japan, Sagami Bay, Aburazebo dredgings Aburatsubo?
1914/5/6 Japan, Sagami Bay, Aburatsubo trawling
1914/5/8 Japan, Sagami Bay, Kamakura Littoral

1914/5/13
Japan, Kyushu, 9 miles W. by N. 1/2 N. of
Bonomisaki (near Nagasaki) trawling No.1 135 fms

1914/5/13 Japan, Kyushu, 16 miles W. by S. of Bonomisaki trawling No.2 200 fms
1914/5/13 Japan, Kyushu, 21 miles W. 1/2 S. of Bonomisaki trawling No.3 220 fms

1914/5/14
Japan, Kyushu, 32-49'N., 128-14'E.,
(23 miles N.W. 3/4 W. of Goto (or Osesaki))

trawlings No.4-5 115 fms

1914/5/14 Japan, Kyushu, ab.32-17'N. 128-11'E. trawling No.6 110 fms
1914/5/15 Japan, Kyushu, 32-15'N., 128-12'E., 90 fms. dredgings 90 fms
1914/5/17 33-41'N., 128-50'E. trawlings No.7- 75 fms
1914/5/17 34-10'N., 129-9'E. plankton
1914/5/18 34-20'N., 130-10'E. dredging No.11 60 fms
1914/5/18 34-11'N., 130-2'E. dredging No.12 56 fms
1914/5/18 33-51'N., 130-3'E. dredging No.13 20 fms
1914/5/18 plankton 10 fms

1914/5/22
-6/5

Japan, Sagami Bay, Misaki Littoral

1914/5/22
-6/5

Japan, Sagami Bay, Misaki dredging
down to ab.
20 fms

1914/6/6 Japan, Sagami Bay, off the station Sigsbee-trawl 80-120 fms
1914/6/6 Japan, Sagami Bay, in Aburatsubo Sigsbee-trawl 80-120 fms
1914/6/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station dredging 25 fms

1914/6/10 Japan, Sagami Bay, off the station swabs 80-120 fms
1914/6/11 Japan, Sagami Bay, Okinose swabs 60 fms
1914/6/12 Japan, Sagami Bay, Off Suno-Saki cape dredging 80-20 fms
1914/6/14 Japan, Sagami Bay, Misaki diver 1-2 fms

1914/6/15
-6/18

Japan, Sagami Bay, Misaki

1914/6/19 Japan, Sagami Bay, off Misaki 80-100 fms
1914/6/22 Japan, Sagami Bay, Misaki, Aburatsubo
1914/6/23 Japan, Sagami Bay, Okinose 100 fms, etc.

1914/6/24
-6/27

Japan, Sagami Bay, Misaki, Aburatsubo

1914/6/24
-6/25

Japan, Sagami Bay, Okinose ca. 100 fms

1914/6/28 Japan, Sagami Sea, Okinose 300 fms
1914/6/29 Japan, Sagami Sea, Okinose 300 fms
1914/6/30 Japan, Sagami Bay, Misaki 200 fms
1914/7/1 Japan, Sagami Sea, Okinose 200-400 fms
1914/7/2 Japan, Sagami Bay 400 fms
1914/7/3 Japan, Sagami Bay 400 fms
1914/7/7 Japan, Sagami Sea, Okinose 400 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.1-2

50 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.3

70 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, Misaki, off the station
bottom sampler
No.4

350 fms

1914/7/9 Japan, Sagami Bay, 8 miles W. of the station ringtrawl 600 fms
1914/7/10
-7/11

Japan, Sagami Bay, Misaki

1914/7/13 Japan, Yokohama material bought
*1 this list refered from original list by Dr. Ole Tendal, Copenhagen Universitat (ZMUC)
*2 station=MMBS(Misaki Marine Biological Station, University of Tokyo)
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︵A
urivillius, 1931

︶︒

ま
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
モ
ー
テ
ン
セ
ン
博
士
︵D

r. P
hil. T

h. 

M
ortensen

︶
の
標
本
は
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
博
士
と
ほ
ぼ
同
時
の

一
九
一
四
年
の
太
平
洋
調
査
の
も
の
で
あ
る
︵M

ortensen, T., 1933 ;

表

2
︶︒
彼
は
ク
モ
ヒ
ト
デ
の
研
究
者
で
︑
こ
の
太
平
洋
調
査
の
一
九
一
四
年

四
月
二
三
日
～
七
月
一
三
日
の
間
に
日
本
に
滞
在
し
︑
五
月
一
日
～
五
月
八

日
︑
五
月
二
二
日
～
七
月
一
一
日
に
︑
東
京
大
学
の
三
崎
臨
海
実
験
所
を
訪

れ
︑
標
本
採
集
を
行
っ
た
︵
表
2
︶︒
表
1
︑
表
2
の
両
方
の
デ
ー
タ
に
よ

り
︑
調
査
の
か
な
り
の
期
間
が
相
模
湾
の
三
崎
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
︒
表
中
の
﹁
沖
ノ
瀬
︵O

kinose

︶﹂
と
は
︑
当
時
八
放
サ
ン
ゴ
研
究

者
だ
っ
た
木
下
熊
雄
や
︑
カ
イ
メ
ン
の
研
究
者
だ
っ
た
飯
島
魁
が
︑
標
本
の

採
集
を
行
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
︑
東
京
湾
の
入
口
に
位
置
し
︑
現
在
は
﹁
沖
の

山
﹂
と
海
図
に
記
さ
れ
て
い
る
海
域
で
あ
る
︒
ク
モ
ヒ
ト
デ
は
八
放
サ
ン
ゴ

の
群
体
上
に
棲
息
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
︑
モ
ー
テ
ン
セ
ン
博
士
も
ま

た
こ
れ
ら
の
八
放
サ
ン
ゴ
の
上
に
棲
息
し
て
い
た
ク
モ
ヒ
ト
デ
を
狙
っ
た
も

の
と
思
う
︒
ク
モ
ヒ
ト
デ
研
究
者
の
モ
ー
テ
ン
セ
ン
博
士
に
と
っ
て
は
︑
八

放
サ
ン
ゴ
自
体
に
は
興
味
は
全
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
︑
ク
モ
ヒ
ト
デ
を

回
収
し
た
後
の
日
本
か
ら
採
集
さ
れ
た
モ
ー
テ
ン
セ
ン
・
コ
㆑
ク
シ
ョ
ン
の

サ
ン
ゴ
標
本
は
多
く
が
ほ
ぼ
未
整
理
の
ま
ま
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
︒
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
八
五
個
の
標
本
に
タ
イ
プ
標
本

は
含
ま
れ
て
い
な
い
︒

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
所
蔵
の
八
放
サ
ン
ゴ
標
本
の
う
ち
︑
一
九
三
三
年

八
月
六
日
～
一
九
五
七
年
五
月
一
四
日
に
か
け
て
採
集
さ
れ
た
標
本
に

は
︑
既
に
採
集
者
の
固
有
名
称
は
無
く
︑
た
だ
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
の
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ン
パ
ー
︵
お
そ
ら
く
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
︶
の
電
信
ケ
ー

ブ
ル
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
︵ZM

U
C

120604-06a, 06b, 07, 19

︶︒
ま

た
一
九
三
三
年
の
標
本
に
は
一
九
三
四
年
六
月
一
〇
日
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
よ
り
寄
贈
︑
の
文
字
が
あ
る
︵︵
表
1
︶︒
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平
洋
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パ
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︵K
able dam

per

︶︶
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ィ
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︵K
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イ
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＋
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本
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デ
ィ
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グ
ラ
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Telegraf, A
. K

ohler

︶
名
義
で
東
部
寒
帯
域
か
ら
一
種
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
︑
今
回
の
調
査
で
は
未
確
認
で
あ
る
︒
ま
た
グ
㆑
ー

ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
名
前
は
な
い
が
︑
一
九
五
六
年
一
二
月
一
二
日
に
対

馬
海
峡
で
採
集
さ
れ
た
標
本
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
H
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
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︵K
apt. H

ans C
hristiansen

︶
の
名
前
が
あ
る
︵ZM

U
C

120604-63

︶︒

H
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
︑
た
だ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
︵C

hristiansen

︶
及
び
キ
ャ
プ
テ
ン
・

H
・
ク
リ
ス
タ
ン
セ
ン
︵K

apt. H
. C

hristansen

︶
の
名
義
で
登
録
さ
れ

て
い
る
︒
北
西
太
平
洋
で
は
三
標
本
の
ほ
か
︑
キ
ャ
プ
テ
ン
・
H
・
ク
リ
ス

テ
ン
セ
ン
︵K

apt. H
. C

hristensen

︶
の
北
西
太
平
洋
未
同
定
標
本
四
を

含
め
る
と
︑
合
計
一
四
点
の
未
同
定
標
本
を
採
集
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
表

記
の
違
い
が
単
な
る
記
録
ミ
ス
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
別
の
人
物
な
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
︑
こ
の
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
と
い
う
名
前
も
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一

般
的
で
あ
る
︒
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
や
ス
エ
ン
ソ
ン
の
時
代
の
一
八
七
六
年
に

三
菱
の
船
の
A
・
F
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
船
長
︑
お
よ
び
T
・
A
・
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
船
長
が
い
た
が
︑
こ
れ
は
別
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
長
島

二
〇
一
三
に
は
二
人
の
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
︑
こ

の
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
は
第
三
の
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
に
な
る
︒

採
集
記
録
に
電
信
ケ
ー
ブ
ル
と
書
い
て
あ
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
標
本
と
は

異
な
る
が
︑
ケ
ー
ブ
ル
に
ひ
っ
か
か
っ
た
生
物
な
ど
が
揚
収
さ
れ
る
こ
と
は

良
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
︒
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
独
占
権
撤
廃
後
の

一
九
三
三
年
に
は32º59’15’’N

., 129º23’50’’E

︑
つ
ま
り
長
崎
沖
で
︑
ま
た

一
九
五
七
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
も
小
笠
原
諸
島
に
て
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

に
関
わ
っ
て
お
り
︑
更
に
ス
エ
ン
ソ
ン
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
学
術
的
標
本

の
組
織
的
な
採
集
指
針
が
い
ま
だ
踏
襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

一
九
五
三
年
に
郵
政
省
管
轄
の
特
殊
会
社
と
し
て
国
際
電
信
電
話
株
式
会

社
︵
K 

D 

D: K
okusai D

enshin D
enw

a C
o. Ltd

︶
が
設
立
さ
れ
︑
日

本
に
お
け
る
国
際
通
信
を
独
占
的
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
一
方
で
︑
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
一
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
年
︶
に
K 

D 

D
と
グ
㆑
ー
ト
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
直
江
津
と
ナ
ホ
ト
カ
間
に
敷
設
し
た
﹁
日
本
海
海
底
ケ

ー
ブ
ル
﹂
の
運
用
協
定
が
調
印
さ
れ
て
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
撤
去
さ
れ
る
ま 

で
︑
日
本
は
前
述
の
一
九
一
三
年
か
ら
の
グ
㆑
ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
合

併
計
算
に
よ
る
通
信
収
入
を
払
い
続
け
て
い
た
︵
田
中
二
〇
一
一
︶︒
グ
㆑

ー
ト
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
が
寄
贈
し
た
最
後
の
一
九
五
七
年
の
標
本
は
︑
ち
ょ

う
ど
日
本
の
国
際
通
信
の
完
全
独
立
の
一
二
年
前
の
事
で
あ
っ
た
︒
K 

D 

D

は
二
〇
〇
〇
年
に
K 

D 

D 

I
の
合
併
会
社
と
な
り
そ
の
歴
史
を
終
え
た
が
︑

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
重
要
性
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
︒

現
在
に
お
い
て
は
日
本
の
沿
岸
に
は
更
に
大
量
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
海
底
の
ケ
ー
ブ
ル
は
増
え
る
一
方
に
な
り
︑
そ
れ
に
よ

っ
て
今
で
は
科
学
的
目
的
の
海
底
調
査
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
海
域
も
多

い
︒
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
横
切
る
形
で
の
調
査
は
出
来
ず
︑
ケ
ー
ブ
ル
と
平
行

方
向
の
方
向
で
か
つ
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
距
離
を
あ
け
た
調
査
の
み
が
許
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
︒
使
用
中
使
用
後
は
別
と
し
て
全
て
海
底
に
敷
設
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ブ
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
︑
そ
の
海
域
で
の
調
査
を
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一
八
四

実
質
不
可
能
に
し
て
い
る
︒

一
九
七
八
年
三
月
末
日
の
時
点
で
︑
世
界
の
国
際
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は

三
〇
本
一
万
七
〇
三
四
回
線
で
︑
大
西
洋
地
域
に
一
五
本
八
六
五
三
回
線

︵
五
〇
・
八
％
︶︑
太
平
洋
地
域
一
一
本
六
一
二
一
回
線
︵
三
五
・
九
％
︶︑

地
中
海
地
域
四
本
二
二
六
〇
回
線
︵
一
三
・
三
％
︶︑
ケ
ー
ブ
ル
の
採
集
陸

揚
げ
国
別
で
は
︑
ア
メ
リ
カ
が
一
一
本
︑
イ
ギ
リ
ス
八
本
︑
カ
ナ
ダ
六
本
︑

日
本
五
本
︑
フ
ラ
ン
ス
五
本
で
あ
っ
た
︵
郵
政
省
編
﹃
通
信
白
書
︵
昭
和

五
三
年
版
︶﹄
大
蔵
省
印
刷
局
︑
一
九
七
八
年
︑
一
二
三
頁
︶︒
一
九
八
九
年

の
段
階
で
は
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
千
葉
県
の
千
倉
と
ハ
ワ
イ
の
間
が

三
七
八
〇
回
線
で
あ
っ
た
︵
郵
政
省
編
﹃
通
信
白
書
︵
平
成
三
年
版
︶﹄
大

蔵
省
印
刷
局
︑
一
九
九
一
年
︑
六
三
頁
︶︒

二
〇
〇
九
年
に
私
が
深
海
・
冷
水
域
サ
ン
ゴ
の
研
究
の
為
︑
学
術
研
究

船
・
淡
青
丸
に
相
模
湾
か
ら
伊
豆
・
小
笠
原
海
域
の
海
洋
調
査
を
行
っ
た
際

に
も
︑
一
〇
〇
年
前
の
研
究
者
達
︵
シ
ク
ス
テ
ン
・
ボ
ッ
ク
︑
モ
ー
テ
ン
セ

ン
︑
そ
し
て
木
下
熊
雄
︵
松
本
二
〇
一
一
︶
な
ど
︶
が
相
模
湾
で
行
っ
た
沖

ノ
瀬
︵
表
1
︑
表
2　

Sagam
i B

ay, O
kinose

︶
で
の
調
査
は
海
底
ケ
ー

ブ
ル
の
為
に
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
︒

冒
頭
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
出
身
の
技
術
者
は
︑
海
底
ケ
ー
ブ
ル
と
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
本
の
サ
ン
ゴ
の
関
係
に
つ
い
て
の

以
上
の
よ
う
な
私
の
話
を
聞
い
て
大
変
驚
き
︑
そ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
知
っ

た
︑
と
言
っ
た
︒
そ
し
て
︑
自
分
は
実
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
会

社
の
技
術
者
な
の
だ
と
語
っ
た
の
で
あ
る
︒

謝
辞本

報
所
収
の
研
究
に
あ
た
っ
て
︑
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
のO

le 
Tendal

教
授
︑M

ajken Toettrup

氏
︑M

artin V
inther Sørensen

氏
︑
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ
ラ
大
学
のSjolin

氏
︑H

ans M
ejlon

氏
に
は
博
物
館
訪
問
時

に
貴
重
な
試
料
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
︒
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﹂
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